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外交交渉を通じて平和的解決を！！

北朝鮮問題
共
産
党・志
位
委
員

長
が
提
唱

外
交
交
渉
の
中
で

非
核
化
迫
れ

米
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
従
来
の
戦
略
見
直
し
を
検
討

金正男氏暗殺問
題

国際的
無法やめよ
　金正恩（キム・ジョンウン）朝鮮労
働党委員長の異母兄である金正男
（キム・ジョンナム）氏がマレーシア
で暗殺されました。
　志位氏は２月１６日の記者会見で
事件への見解を問われ､｢報道をみる
かぎり、北朝鮮の犯行だと考えてい
る。独裁政権の非道さを示すもので
あり、外国で行われた犯行である点
も重大で、主権の侵害だ｣と指摘しま
した｡
　北朝鮮は拉致事件など無法行為
を繰り返してきました。
　志位氏は「北朝鮮に、こうした国際
的無法をやめ、拉致問題を含めて過
去の無法をきちんと清算することで、
国際社会の責任ある一員になるよう
強く求めたい」と強調しました。

　
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発

を
い
か
に
止
め
る
か
ー
。日
本
共

産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
日
曜
討
論
」（
19
日
）
と
そ
れ

に
続
く
記
者
団
の
質
問
へ
の
発
言

で
、
日
本
共
産
党
の
立
場
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
、
米
新
政
権
が
、
オ

バ
マ
政
権
時
代
の
対
北
朝
鮮
政
策

（「
戦
略
的
忍
耐
」）
の
変
更
を
検

討
し
て
い
る
新
た
な
動
き
に
触
れ

ま
し
た
。オ
バマ
政
権
が
とって
き
た

「
戦
略
的
忍
耐
」
と
は
、
北
朝
鮮
に

経
済
制
裁
を
行
う一方
、北
朝
鮮
が

非
核
化
の
意
思
を
示
さ
な
い
か
ぎ

り
外
交
交
渉
に
は
応
じ
な
い
と
い

う
も
の
で
す
。し
か
し
、こ
の
政
策
の

も
と
で
、北
朝
鮮
は
核・ミ
サ
イ
ル
開

発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。変
更
の
検

討
は
路
線
の
破
た
ん
を
示
す
も
の

で
す
。

　

そ
の
上
で
、志
位
氏
は
、「
問
題
は

『
政
策
の
変
更
』
の
方
向
だ
。一部
に

先
制
攻
撃
な
ど
の
軍
事
的
選
択
肢

が
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
絶
対
に
と

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

実
際
、ト
ラ
ン
プ
政
権
のマ
テ
ィ
ス

米
国
防
長
官
は
、〝
す
べ
て
の
選
択

肢
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
乗
せ
て
い
る
〟

と
のべ
、
軍
事
力
行
使
の
選
択
肢
も

排
除
し
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
軍
事

の
選
択
肢
―
先
制
攻
撃
は
絶
対
に

とって
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

志
位
氏
は
外
交
的
解
決
を
主
張

し
、「（
北
朝
鮮
と
の
）外
交
交
渉
の

な
か
で
非
核
化
を
迫
る
。経
済
制

裁
の
圧
力
と一体
に
な
って
、（
北
朝

鮮
の
）
核
兵
器
の
開
発
、
ミ
サ
イ
ル

開
発
の
手
を
縛
り
、放
棄
に
向
か
わ

せ
る
。こ
の
方
向
で
、
い
ま
国
際
社

会
が
新
し
い
方
向
に
進
む
必
要
が

あ
る
し
、日
本
は
そ
う
い
う
方
向
で

働
き
か
け
る
べ
き
だ
」と
提
唱
し
ま

し
た
。

参議院議員（東京選挙区選出）
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　核開発やミサイル発射、非道な犯行など
北朝鮮の暴挙は絶対に許せません。軍事対
軍事で対決するのではなく、あくまで外交
交渉の中で北朝鮮の非核化などを迫ること
が大切です。そのために全力をあげます。


